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●由良町の人口と世帯（　）前月比　人口 6,433（－ 10）　男 3,130（－ 7）　女 3,303（－ 3）　　世帯数 2,605（＋２）( 平成 26 年 2 月末現在）
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今月号の主な内容
◎平成 26 年度一般会計当初予算　
◎水道料金・水道メーター使用料・下水道使用料・下水終末処理施設使用料の改訂について
◎平成 26 年度　総合健診が始まります !!　ほか
◎年金機能強化法が施行されます　ほか
◎文芸コーナー
◎「ＮＯＳＡＩなんぶ」からのお知らせ　ほか
◎由良町 4 月カレンダー
◎由良町立ゆらこども園完成　ほか　
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広報
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平成２6年 4月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

○
地
方
交
付
税
と
は

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
市
町

村
で
も
同
じ
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
税
（
所
得
税
、

消
費
税
な
ど
）
の
一
定
割
合
を
、
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
が
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
お
金

の
こ
と
。

○
国
・
県
支
出
金
と
は

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、
一
定
の
割

合
で
国
や
県
か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
。

○
町
債
（
地
方
債
）
と
は

町
が
道
路
整
備
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
金
が

必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
と
き
に
借
り
入
れ

る
お
金
の
こ
と
。

○
繰
入
金
と
は

基
金
な
ど
の
積
立
金
か
ら
取
り
崩
し
た
お

金
の
こ
と
。

○
町
税
と
は

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
町
へ
直

接
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
の
こ
と
。

○
人
件
費
と
は

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）、
一
般
職
員
の
ほ
か

各
種
委
員
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
費
用
の
こ
と
。

○
公
債
費
と
は

町
が
こ
れ
ま
で
借
り
た
お
金
を
返
す
た
め

の
費
用
の
こ
と
。

○
扶
助
費
と
は

医
療
費
や
児
童
手
当
で
給
付
な
ど
に
充
て

ら
れ
る
費
用
の
こ
と
。

○
普
通
建
設
費
と
は

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、
改
修
な
ど
を

行
う
費
用
の
こ
と
。

○
物
件
費
と
は

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
や
委

託
料
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
補
助
費
と
は

各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
、
負
担
金
な
ど

に
要
す
る
経
費
の
こ
と
。

○
義
務
的
経
費
と
は

国
や
地
方
自
治
体
の
歳
出
の
う
ち
、
支
出

が
法
令
な
ど
で
義
務
付
け
ら
れ
、
任
意
に
圧

縮
で
き
な
い
性
質
の
経
費
の
こ
と
。
人
件
費
、

扶
助
費
及
び
公
債
費
の
３
つ
か
ら
な
り
ま
す
。

平 成 26 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算　

歳入歳出総額　３８億２, ０００万円一般会計歳入

　

３
月
定
例
議
会
が
３
月
11
日

か
ら
20
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ

れ
、
平
成
26
年
度
の
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

 

一
般
会
計
の
予
算
額
は

38
億
２
，
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て

５
億
５
，
７
０
０
万
円
の
減
。

率
に
す
る
と
12
・
７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
の
人
口
な
ど

に
基
づ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、

総
額
の
38
％
を
占
め
14
億
５
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
国
・
県
支
出
金
や
町

債
な
ど
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源

は
、
25
億
８
，
４
３
５
万
円
で
、

予
算
全
体
の
約
68
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
町
税
は
８
億
１
，

９
３
４
万
円
で
、
総
額
の
約

21
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他

の
繰
入
金
や
使
用
料
・
手
数
料

な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
は
、

12
億
３
，
５
６
５
万
円
で
、
予

算
全
体
の
約
32
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

  

平
成
26
年
度

　
　
　

当
初
予
算
の
概
要

歳
入

繰入金
2億 7,300 万円

7.1%

町税
8億 1,934 万円

21.4%

依存財源 
25 億 8,435 万円 

67.7%

自主財源 
12 億 3,565 万円 

32.3%

地方譲与税、 利子割交付金、 配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、 地方消費税交付
金、 自動車取得税交付金、 交通安全対策特
別交付金、 地方特例交付金

1億 1,030 万円
2.9% 県支出金

2億 5,776 万円
6.8%

町債
3億 7,130 万円 

9.7%

国庫支出金 
3 億 9,499 万円 

10.3%

地方交付税
14 億 5,000 万円 

38.0%
財産収入
寄付金 
456 万円 

0.1%

繰越金 
2,000 万円 

0.5%

諸収入 
4,419 万円 

1.2%

分担金及び負担金
使用料及び手数料 

7,456 万円 
2.0%

【
用
語
説
明
】
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平 成 26 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算　

一般会計歳出

　

歳
出
で
は
、
町
民
の
福
祉

充
実
の
た
め
の
民
生
費
が

10
億
１
２
１
万
円
と
最
も
多

く
、
総
額
の
約
27
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
健
康
づ
く
り
や

ご
み
収
集
の
た
め
の
衛
生
費

が
７
億
４
，
９
３
２
万
円
で

約
20
％
を
占
め
て
お
り
、
以

下
、
町
財
産
の
管
理
や
企
画

調
整
な
ど
を
行
う
総
務
費
が

４
億
９
，
９
４
７
万
円
、
町

の
借
り
入
れ
金
の
返
済
の

た
め
の
公
債
費
が
３
億
９
，

４
５
３
万
円
と
続
い
て
い
ま

す
。

 
人件費

5億4,351万円 
14.2% 

 
人件費

5億4,351万円 
14.2% 

 
公債費

3億9,453万円 
10.3%

 
公債費

3億9,453万円 
10.3%

 

 

扶助費

3億3,817万円

9.0%

扶助費

3億3,817万円

9.0%

 
  

 

普通建設

事業費

5億859万円

13.3%

 
  

 

普通建設

事業費

5億859万円

13.3%

 
 

 

費災害復旧

1,583万円
0.4%

 

 
 

費災害復旧

1,583万円
0.4%

 

 

 

 

4,492
物件費

7億 万円

19.5%

 

 

4,492
物件費

7億 万円

19.5% 

 

繰出金

5億8,210万円

15.2%

繰出金

5億8,210万円

15.2%

 

 
補助費等

5億8,855万円  
15.4% 

 
補助費等

5億8,855万円  
15.4% 

 

万

その他

1億381 円 
 2.7% 

 

万

その他

1億381 円 
 2.7% 

  性質別

 
民生費

10億121万円 
26.5% 

民生費

10億121万円 
26.5% 

衛生費 
7億4,932万円

 19.6%
 

衛生費 
7億4,932万円

 19.6%
 

 

 

総務費

4億9,947万円
13.1%

総務費

4億9,947万円
13.1%

 

 公債費

3億9,453万円

 10.3%

公債費

3億9,453万円

 10.3%
 

教育費 
3億125万円

 

7.9% 

教育費 
3億125万円

7.9% 

 
土木費

2億9,949万円 
7.8% 

農林水産業費

2億2,656万円 
5.9% 

 

  

消防費

1億5,672万円
4.1%

 

 商工費

8,614万円
2.3%  

 
 

議会費

7,335万円
1.9% 

 

災害復旧費ほか 
2,113万円

0.6% 

 
目的別

歳
出

　　　　　                                                                                        ☆は新規事業一 般 会 計 の 主 な 施 策　　　

健やかで生きがいをもって暮らせるまちづくり
◆少子化対策の推進

・保育所の運営 1 億 6,730 万円
・中学校卒業までの子どもを養育してい

る方への児童手当の支給 9,245 万円
・中学校卒業までの子どもを対象とした

医療費の無料化 2,006 万円
・学童保育の実施 377 万円
・１歳の誕生日まで紙おむつ購入に対する助成 218 万円

◆高齢化対策の推進
・高齢者福祉施策及び介護保険対象外のサー

ビスや後期高齢者医療特別会計、介護保険
特別会計への繰出金 2 億 7,162 万円

・シルバー人材センターへの助成と老人招待 
旅行の実施 590 万円

◆福祉・保健・医療サービスの充実
・障害福祉に関する各種サービス等の実施 2 億 1,744 万円
・総合的な保健事業と予防接種事業等の実施 1 億 3,183 万円
・思春期から妊娠、出産、育児及び乳幼児保

健に至る一貫した保健サービスの提供 3,459 万円

安全で住みやすく美しいまちづくり
◆生活の安全の確保<防災対策>

・海岸の高潮対策のための衣奈漁港海岸整備
事業の実施 1 億 74 万円

☆基幹系クラウドシステムの構築 5,441 万円
☆衣奈小学校体育館天井耐震化改修事業 1,650 万円
・LED蓄電池内蔵型避難誘導灯の設置 841 万円
☆消防車庫等の整備（戸津井） 750 万円
・避難道路の整備等に対する自主防災組織へ

の補助 200 万円
☆避難場所案内板及び海抜表示板の設置 155 万円
・自主防災組織に対する資機材等の購入費 100 万円

人を育み思いやりの心を育てるまちづくり
◆学校教育の充実

・教材備品等の整備 1,807 万円
・教育指導の強化のため指導主事を設置 958 万円

◆青少年の健全育成
・青少年の健全育成及びジュニアリーダー育成 581 万円

人・もの・情報が行き交うまちづくり
◆交通基盤の整備

・町道通行者等の円滑かつ安全を確保す
るための道路整備の実施 2 億 5,145 万円

・コミュニティバスの運行（畑・中・門
前地区） 360 万円

個性と活力に溢れる地域産業のあるまちづくり
◆農業・漁業の振興

・鳥獣害対策関連事業の充実と強化 2,370 万円
・漁業整備事業の実施 1,970 万円
・農業振興のための各種団体への補助等 1,112 万円
・農業活性化のための人材育成事業の実施 120 万円

◆商工業の振興
　・商工業の活性化と地場産業の振興 1,613 万円
◆観光産業の振興

・多様化する観光形態に対応する観光資
源の整備及び観光客受入体制の整備 6,411 万円

◆ブランドづくりの促進
☆地域資源を活用した特産品の開発や海

産物、農産物等のPRによるブランド化
の推進 590 万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 9 億 8,400 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 5,870 万円
介護保険特別会計 7 億 6,600 万円
公共下水道事業特別会計 5 億 4,800 万円
漁業集落環境整備事業特別会計 2 億 3,500 万円
水道事業会計 4 億 7,770 万円



4

平成２6年 4月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

メーター口径 使用料（円） メーター口径 使用料（円）

１３mm ６５ ４０mm ３５５

２０mm １６５ ５０mm ２, ９０５

２５mm ２１０ ７５mm ３, ８９０

３０mm ３０５ １００mm ４, １８５

備考 :　上記金額に消費税相当額を加えた額とします。

水道料金・ 水道メーター使用料・下水道使用料・
下水終末処理施設使用料の改訂について

平成２６年４月１日から消費税の税率改正に伴い、次の通り改訂されます。
なお、これらの料金、使用料については５月分から適用します。

水量及び料金　

　用途別

基本水量
　　（ｍ３）

　基本料金  
 （１箇月につき円）

超過料金（１ｍ３/ 円）

家 事 用
甲 １０まで １, ６００ １９５

乙 ２０まで ３, ２００ １９５

官公署・学校・病院用 ２０まで ４, ０００ ２３０

業務用　甲 ２０まで ４, ６００ ２１ｍ３～２００ｍ３　２４５
２０１ｍ３～５００ｍ３　２６５

５０１ｍ３～１, ０００ｍ３　３１０
１, ００１ｍ３以上　３９０

船舶給水用 １回につき５ ３, ５００ ４６０

臨 時 用 １０まで ５, ８００ ５９０

家 事 共 用 １０まで １, ６００ １９５

備考 :　上記金額に消費税相当額を加えた額とします。

１．水道料金

２．水道メーター使用料
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詳しいことについては、上下水道課（ＴＥＬ６５－１８０４）までお問い合わせください。

分　類 使用料（月額）

一般家庭

１人世帯 ２, ２００円

２人世帯 ２, ８００円

３～４人世帯 ３, ２００円

５～６人世帯 ３, ８００円

７人以上世帯 ４, ６００円

その他の施設

事業所（店舗、営業所）

　水道使用量１箇月当たり５０ｍ３未満は、処理対象人
員が１４人までは、一般家庭の使用料を適用します。
　なお、１５人以上の場合は、６, ２００円となります。　　
　また、一般住宅と併用の場合も同様となります。

　水道使用量１月当たり５０ｍ３を超過した場合は、基
本料金６, ２００円に、超過使用量１ｍ３当たり１２０
円を加算した金額となります。

集会施設等

　利用者数 × １００円
　利用者数が少ないものは、一般家庭２人世帯の金額
を適用し、最低金額２, ８００円となります。

備考 :　上記金額に消費税相当額を加えた額とします。

３．下水道使用料

４．下水終末処理施設使用料
分　類 使用料（月額税込）

一 般 家 庭 ２, ４８０円

事 務 所 等
（建面積１６５ｍ２まで）４, ９６０円

      （３. ３ｍ２増すごとに）９９円

アパート等住宅 （部屋当たり）２, ４８０円

下水道の使用人数はお変わりありませんか？

　現在、吹井地区以外の一般家庭の下水道使用料は使用人数により
決定しています。実際に居住されている人数に変更がある場合は、
その都度上下水道課までご連絡ください。
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平成２6年 4月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）までお問い合わせください。

平成２６年度　総合健診が始まります !!

健　診　日 場　　所

５月２５日（日） 由良体育センター

６月１５日（日） 由良町立武道館

６月２２日（日） 衣 奈 会 館

７月　５日（土） 白 崎 小 学 校

８月２４日（日） 衣 奈 会 館

９月　７日（日） 由良体育センター

由良町国民健康保険被保険者の皆さまへ

～今年度も人間ドックを実施します～

対 象 者
　40 歳から 74 歳までの由良町国民健康保険の被保険者の方で、国民健
康保険税の滞納のない世帯の方
　なお、申込み後、由良町国民健康保険を離脱された方は受診できません。

申 込 方 法
　ドック受診を希望される方は、被保険者証と印鑑をご持参の上、住民
福祉課で手続きを行ってください。

申 込 受 付 期 間 平成 26 年４月 21 日 ( 月 ) から平成 26 年５月 30 日 ( 金 ) まで
受 診 で き る 期 間 平成 27 年２月 27 日 ( 金 ) まで

検診機関・自己負担額
健診センター・キタデ　　　８，６００円
国保日高総合病院　　　　　８，４００円

☆詳しいことについては、４月上旬に郵送される『平成２６年度総合健
診申込表』に同封しています『人間ドックの案内』をご覧ください。

今年度も、左記の日程で総合健診を実施します。
受診を希望される方は、４月上旬に郵送される『平
成 26 年度総合健診申込表』に必要事項を記入し、
申し込みをしてください。　　

申込表が届かなかった方で、受診を希望される方
は、住民福祉課にお問い合わせください。

年に１度の健診は、自分の健康状態を見直す良い
機会です。病気が進行すると、治療に時間と費用が
かかります。病気の早期発見・早期治療に努め、ご
自身と、ご家族のために、健診を受けましょう。

☆人間ドックを受けられる方でも、がん検診を受けることができます。
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詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３５）までお問い合わせください。

固定資産縦覧帳簿による縦覧について固定資産縦覧帳簿による縦覧について

年金機能強化法が施行されます

平成 26 年４月１日に「年金機能強化法」が施行されます。そのうち、年金給付に関する改正事
項をご紹介します。

期　間：４月１日（火）～６月２日（月）（土日祝日を除く。）
時　間：午前８時 30 分～午後５時 15 分
場　所：税務課

　この制度は、固定資産税の納税者が、固定資産課税台帳
を基に作成される土地価格等縦覧帳簿又は家屋価格等縦覧
帳簿をご覧いただくことにより、同一町内にあるほかの資
産の価格と比較することで、自己の資産の価格の適正さを
判断できるようにするための制度です。なお、償却資産に
ついての縦覧制度はありません。

　次の期間内において、平成２６年度固定資産縦覧帳簿の縦覧を行うことができます。

未支給年金（亡くなった方が受け取れ
るはずであった未払いの年金）を受け取
ることのできる遺族の範囲は、亡くなっ
た方と生計を同じくしていた「配偶者、子、
父母、孫、祖父母又は兄弟姉妹」でした。

これまでの遺族の範囲に加えて、「それ
以外の３親等内の親族（甥・姪、おじ・おば・
子の配偶者など）」まで広がります。

※平成26年４月１日以後の死亡が対象　
となります。

未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大されます

これまでは 平成２６年４月からは

１親等 子の配偶者・配偶者の父母

２親等 孫の配偶者、兄弟姉妹の配偶者、配偶者の兄弟姉妹、配偶者の祖父母

３親等
ひ孫、曾祖父母、ひ孫の配偶者、甥・姪、おじ・おば、甥・姪の配偶者、おじ・お
ばの配偶者、配偶者の曾祖父母、配偶者の甥・姪、配偶者のおじ・おば

〈新たに未支給年金を受け取れる遺族〉
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
虹
、
つ
ど
う
べ
し　

別
所
一
族
ご
無
念
御
留
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

玉
岡
か
お
る　

幻
冬
舎　

・「
漂
え
ど
沈
ま
ず　

新
・
病
葉
流
れ
て
」　　
　

白
川
道　

幻
冬
舎

・「
家
と
庭
と
犬
と
ね
こ
」　　
　
　
　

石
井
桃
子　

河
出
書
房
新
社

・「
医
者
に
殺
さ
れ
な
い
47
の
心
得
」　　
　

    

近
藤
誠　

ア
ス
コ
ム

●
児
童
図
書

・「
に
ひ
き
の
か
え
る
」　　
　
　

新
美
南
吉
／
鈴
木
靖
将　

新
樹
社　

・「
一
休
さ
ん
」　　
　
　
　

寺
村
輝
夫
の
と
ん
ち
話　

あ
か
ね
書
房

・「
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
ふ
し
ぎ
な
お
み
せ
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

さ
か
い
さ
ち
え　

教
育
画
劇

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
ガ
ン
コ
ロ
リ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
堂
尊　

新
潮
社

・「
花
や
咲
く
咲
く
」　　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

実
業
之
日
本
社

・「
山
桜
記
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室
麟　

文
芸
春
秋

・「
昭
和
の
犬
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

姫
野
カ
オ
ル
コ　

幻
冬
舎

・「
村
上
海
賊
の
娘　
（
上
・
下
）」　　
　
　
　
　

和
田
竜　

新
潮
社

・「
翔
ぶ
少
女
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
マ
ハ　

ポ
プ
ラ
社

・「
去
年
の
冬
き
み
と
別
れ
」　　
　
　
　
　
　

中
村
文
則　

幻
冬
舎

・「
ラ
ン
チ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」　　
　
　
　
　

柚
木
麻
子　

双
葉
社

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

床
の
間
に
黄こ
が
ね金
千
両
紅
千
両
活
け
て
こ
の
春
ゆ
た
か
な
気
分

人
を
待
つ
夕
べ
の
路
地
を
か
ろ
や
か
に
生
き
も
の
の
ご
と
枯
れ
葉
舞
ひ
ゆ
く

新
聞
へ
の
る
由
良
短
歌
を
待
ち
わ
び
て
読
み
し
友
よ
り
便
り
を
呉
る
る

ご
母
堂
の
安
否
を
問
は
ば
実
家
と
は
縁
切
り
た
り
と
友
に
べ
も
な
し

元
日
は
思
ひ
の
ほ
か
に
暖
か
く
雨
司
の
峰
よ
り
き
ら
ら
日
の
出
づ

悪
臭
を
放
つ
カ
メ
虫
極
寒
を
摘
み
ゆ
く
み
か
ん
の
枝
に
潜
み
ゐ
ぬ

こ
の
春
は
冷
た
き
日
々
の
多
く
し
て
霜
お
く
日
を
避
け
庭
の
草
引
く

女
の
孫
が
呉
れ
し
ピ
ン
ク
の
シ
ク
ラ
メ
ン
机
上
に
置
き
て
深
く
い
と
し
む

久
び
さ
の
小
春
日
和
の
う
れ
し
く
て
太
き
大
根
切
干
し
に
す
る

福
神
と
わ
が
よ
ろ
こ
び
し
孫
七
人
紅
一
点
が
今
日
の
花
嫁

ま
と
ま
ら
ぬ
歌
に
こ
だ
は
り
を
持
ち
な
が
ら
七
草
粥
を
ふ
つ
ふ
つ
と
煮
る

年
賀
状
幾
度
も
見
て
は
思
ひ
出
づ
か
の
日
の
笑
顔
そ
の
ま
ま
に
し
て

ま
た
来
よ
と
言
ひ
く
れ
し
亡
師
よ
い
ま
一
度
訪お

と
な

ふ
す
べ
の
永
久
に
失
せ
た
り

茜
濃
き
阿
戸
の
山
並
見
る
か
ら
に
海
に
入
る
陽
は
さ
ぞ
や
燃
え
ゐ
む

ま
た
一
人
こ
れ
の
世
を
去
る
如
月
の
庭
さ
む
ざ
む
と
闇
ふ
か
み
ゆ
く

旅
行
な
ど
う
す
れ
ゆ
く
な
り
老
い
の
日
々
生
活
に
か
か
る
歌
の
多
し
も

寒
晴
れ
の
今
日
は
風
な
ぎ
白
崎
の
海
辺
を
海ご

め猫
の
二
つ
三
つ
飛
ぶ

薬
散
布
や
う
や
く
終
り
気
負
ひ
つ
つ
成
し
遂
げ
し
安
ら
ぎ
子
ら
と
分
ち
ぬ

細

川

二
本
松

竹

中

山

下

小

川

浜

田

大

西

寺

井

中

家

細

川

竹

中

小

川

山

下

大

西

二
本
松

中

家

寺

井

浜

田

 

由
良
短
歌
会　
二
月
詠
草　
　

ミ
チ
ヨ

せ
つ
子

貞

子

清

美

玲

子

順

子

克

恵

冴

子

か
よ
子

ミ
チ
ヨ

貞

子

玲

子

清

美

克

恵

せ
つ
子

か
よ
子

冴

子

順

子
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「
冗
談
」

彼
達
の
話
し
の
様
子
冗
談
か

冗
談
に
本
音
隠
し
て
探
り
入
れ

冗
談
と
笑
い
流
し
て
仲
直
り

冗
談
も
会
話
の
途
切
れ
つ
な
ぐ
知
恵

冗
談
と
笑
え
ず
恋
が
終
り
ま
す

朝
市
で
笑
顔
と
ジ
ョ
ー
ク
手
土
産
に

冗
談
も
場
所
に
よ
り
け
り
場
が
和
む

冗
談
は
話
に
の
っ
て
何
時
ま
で
も

冗
談
は
済
ま
せ
る
事
と
済
ま
せ
な
い

冗
談
に
き
び
し
い
皮
肉
嫁
姑

冗
談
で
花
を
咲
か
せ
る
利
口
者

友
が
来
て
冗
談
話
賑
や
か
に

冗
談
を
ほ
ん
き
に
受
け
て
怒
り
出
す

ブ
ラ
ッ
句
と
名
付
け
て
笑
う
病
み
川う

た柳

一
言
の
そ
の
冗
談
が
引
き
金
に

冗
談
も
言
え
ぬ
き
び
し
い
年
も
あ
る

冗
談
を
通
じ
る
友
と
日
な
た
ぼ
こ

冗
談
で
不
安
ご
ま
か
す
手
術
前

冗
談
が
あ
ふ
れ
て
家
族
あ
た
た
ま
る

冗
談
は
人
の
心
を
も
て
遊
ぶ

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

作
陶
に
刻
を
忘
る
る
梅
二
月

火
袋
の
灯
火
眺
め
夜
の
雪

千
体
の
駅
の
雛
壇
唄
流
る

女
雛
皆
な
美
人
で
あ
り
し
雛
の
町

靴
音
に
駅
舎
の
雛
の
ま
ば
た
き
す

犇
き
て
雛
の
赤
き
世
界
な
り

自
転
車
の
練
習
し
っ
か
り
四
温
晴
れ

日
溜
り
に
支
度
整
ひ
蕗
の
薹

雪
か
く
音
に
め
ざ
め
て
わ
が
家
雪
お
ろ
し

蕗
の
た
う
見
つ
け
し
こ
と
を
目
細
め
て

並
び
た
る
千
の
雛
の
眼
に
酔
ひ
ぬ

山
鳩
の
声
な
き
日
々
や
寒
戻
り

容
良
き
裸
木
を
染
め
夕
茜

紀
州
路
の
駅
に
始
ま
る
雛
巡
り

脇
道
に
逸
れ
て
見
つ
け
し
蕗
の
た
う

コ
ン
コ
ー
ス
に
創
作
ね
づ
み
と
猫
ひ
ひ
な

谷
川
に
沿
ひ
て
径
あ
り
蕗
の
薹

雛
の
横
畳
を
た
た
き
坐
れ
と
い
ふ

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

奈

良

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

美
恵
子

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

き
よ
み

充

明

文

香

昭

子

き
よ
み

克

己

美
智
子

マ
サ
子

清

美

美
千
代

義

巳

安

子

豊

子

雅

竜

小
夜
美

幸

代

英

子

治

郎

恭

子

進

美

井

口

井

上

中

﨑

服

部

山

下

谷

中

礒

嵜

森白

山

礒

嵜

高

橋

山

﨑

田

代

橋

本

中

口

中

塚

稲

葉

貴

志

五

嶋

坂

口
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La Festa Primavera 2014
～クラシックカーが由良町を駆け抜けます！～

　“La Festa Mille Miglia”（千のマイルのお祭り）
という東京を拠点とする４日間のクラシックカーラ
リーがあります。“La Festa Primavera”（春のお祭り）
は、東京大会の姉妹イベントとして近畿、東海を舞
台に半世紀以上前に製造されたクラシックカーで挑
戦する大会です。
　由良町では、白崎海洋公園内にチェックポイント
が設けられるため、クラシックカーが町内を通過し
ます。
　なお、今大会には、堺正章さん、篠塚健次郎さん
ら著名人の皆さんが参加さ
れます。今年は、約５０台
のクラシックカーが町内を
駆け抜ける予定です。

☆由良町通過日時
　場所：白崎海洋公園
　日時：４月 20 日 ( 日 )
          　 ８：２５～９：２５頃
☆オフィシャル HP
http://www.lafesta-primavera.com

「ＮＯＳＡＩなんぶ」からのお知らせ
農業は自然災害の影響を直接的に受けやすい産

業であり、収穫を目前に控えた作物も、台風の通
過に伴い傷ついてしまったり、突風により園芸施
設が倒壊してしまうことが多々あります。

このため農業共済は、農業者が不慮の事故によっ
て受ける損失を補填するため国の政策保険として
運営されています。風水害、冷害、干害等の自然
災害や病虫害、近年増加傾向にある鳥獣害なども
共済金の支払い対象となりますので、農家の方は
是非加入の検討をお願いします。

加入申込期間　
・果 樹 共 済 … 平成 26 年６月 30 日（月）まで
　　　　　　　（対象樹種：みかん、うめ、すもも等）
・園芸施設共済 … 随時受付

　また、果樹 ･ 園芸施設以外にも多数共済事業が
ありますので、詳しく知りたい方は下記ホームペー
ジにアクセスしてください。
http://www.aikis.or.jp/~nosai/index.html

詳しいことについては、La Festa Primavera 運営事
務局（ＴＥＬ０３－５７０７－７０４１）までお問
い合わせください。

詳しいことについては、和歌山県農業大学校就農支援センター（ＴＥＬ０７３８－２３－３４８８）又は和歌山
県農業大学校（ＴＥＬ０７３６－２２－２２０３）までお問い合わせください。

詳しいことについては、ＮＯＳＡＩなんぶ　本所事
業課（ＴＥＬ０７３９- ２２- ０８３３）までお問い
合わせください。

県
立
の
農
業
研
修
施
設
に
お
い
て
、
農
業
に
関
す
る
各
種
講

義
及
び
実
習
を
行
う
と
と
も
に
、
県
内
農
家
で
も
実
践
研
修
を

実
施
し
、
農
業
知
識
や
技
術
の
習
得
を
支
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
申
込
み
を

し
て
い
る
方

②
和
歌
山
県
内
で
農
業
法
人
へ
の
就
職
等
を
志
す
方

③
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方

◆
受
講
経
費

受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費
、
実
習
服
、
雨
具
、　　

資
格
取
得
受
験
料
、
傷
害
保
険
料
な
ど
の
実
費
は
自
己
負
担
。

◆
受
講
募
集
施
設

①
和
歌
山
県
農
業
大
学
校
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
御
坊
市
）

　

定　
　

員　

15
名

　

募
集
期
間　

平
成
26
年
４
月
18
日
（
金
）
ま
で

②
和
歌
山
県
農
業
大
学
校
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

　

定　
　

員　

15
名

　

募
集
期
間　

平
成
26
年
４
月
10
日
（
木
）
ま
で

◆
申
込
方
法

募
集
期
間
中
に
御
坊
公
共
職
業

安
定
所
で
職
業
相
談
を
受
け
た
上

で
、
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
　

　         「
離
転
職
者
等
職
業
訓
練
（
農
業
科
）」

募
集
案
内
に
つ
い
て



11

広報ゆら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２6年 4月１日

由良町４月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
30 31 1 2 3 4 5

・健康相談（衣奈会館）　　　　　　　
・エクササイズ教室
（中央公民館）

・健康相談
（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

6 7 8 9 10 11 12

・エクササイズ教室
（中央公民館）
・小中学校入学式

・法律相談
（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

13 14 15 16 17 18 19

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ（網代）
・１歳６か月児健診
（白崎会館）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ 1 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

20 21 22 23 24 25 26

・La Festa 
Primavera 2014

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ
（柳原、黒田）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

27 28 29 30 5 月 1 日 5 月 2 日 5 月 3 日

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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平成２６年４月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

由良町立ゆらこども園完成

  元由良町議会議員の⻆房次郎さんが、高齢者叙勲
を受章し、２月 28 日に役場町長室で伝達式が行わ
れました。
　伝達式には、岡本日高振興局長、上野町議会議長、
畑中町長、岡副町長が同席し、勲記、勲章、県知
事からの祝い状、記念品などが伝達されました。
　⻆さんは、議員を昭和 62 年２月から平成 11 年
２月まで３期 12 年間務め、その間、農業振興等に
取り組み、柑橘類の生産性、品質向上等に尽力さ
れた功績による受章です。

⻆
すみ

房
ふさじろう

次郎さんが高齢者叙勲を受章 !!

◎事業概要
    所 在 地　  和歌山県日高郡由良町大字畑１６２－３
　敷地面積　  4,385.01m2

　構造規模　  鉄骨造　２階建　1,807.66m2

　　　　　      保育室 10 室、子育て支援室１室、遊技室１室
※内装は、紀州材を使い温もりのある仕上がりとなっており２階
の遊戯室は、役場庁舎が津波等で被災した時に災害対策本部とし
ても使用できるよう太陽光発電設備を設置しております。

515,739,000 円

 　80,000,000 円
12,800,000 円

608,539,000 円

遊戯室

保育室正面玄関

◎事業費（概算）
　園 舎 工 事　
　園 内 道 路
　庭園整備工事  　
　備  品  費

  計


